
(別紙様式)                                                                                                                                                 （Ａ３判横）  
令 和 ８ 年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立大宮科学技術高等学校 全日制 ） 

 

目指す学校像 
グローバル化する社会の持続的な発展に向けて、高い教養と先端技術を活用した 
創造性を育み、我が国の科学技術をリードする人材を育成する学校 

                      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                    価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                   評価を受けた日とする。 

 
 達 
 
 成 
 
 度 

 Ａ   ほぼ達成 （８割以上）  

 
 Ｂ   概ね達成 （６割以上） 

重 点 目 標 

 １ 校訓「未来創生」のもと、科学（探究・理論）と技術（実践・実装）の融合という新校の理念を、 
   学校全体に定着させる。 

 ２ 大学進学に対応する普通教科の充実と、工業・情報分野における専門教育の質の確保を両立する。 
 ３ 科学探究や学科横断型課題研究を軸に、主体的に課題を設定し解決する力を育成する。  

４ 大学・研究機関・企業等との連携を積極的に進め、先端技術に触れる学びを充実させる。 

   出席者 

 

 

学校関係者 

生徒 

事務局（教職員） 

  名 

  名 

  名 

 
 Ｃ   変化の兆し（４割以上） 

 Ｄ   不 十 分 （４割未満） 

  
     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

      ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 

学    校    自    己    評    価   学 校 関 係 者 評 価 

８  年    度    目    標  ８ 年  度  評  価 （  月   日 現在  ）  実施日 令和 年 月  日 

番号  現状と課題  評価項目 具体的方策 方策の評価指標 今年度の評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】新校への期待感を持っ

た１年生が多く、学習や実習

に意欲的である。２、３年生

においても授業に対して積

極的な姿勢が広がりつつあ

る。 

【課題】生徒間の学力格差が顕

在化しており、個別最適な学

習環境を整えるとともに、新

校への所属意識と自己肯定

感を高める仕組みが必要で

ある。 

・学習改善及び授業改善 

 

・ＩＣＴ機器を活用した

個別最適な学び 

 

・校訓や理念に対する生

徒の理解度と共感度 

 

・資格取得への支援 

・ＩＣＴ機器を活用し、習熟度別課題の配信な

ど生徒のニーズに合わせた学びの推進をす

る。 

 

・校訓に紐づいた活動報告やメッセージを定期

配信し、新校のビジョンを可視化する。 

 

・資格取得に関する生徒や保護者への積極的な

情報提供と支援の充実化を図る。 

①生徒アンケート「授業に主体的に

取り組んでいる」が８０%以上 

 

②生徒アンケート「本校の理念に共

感し、学校生活に期待感を持って

いる」が８０%以上 

 

③生徒アンケート「ＩＣＴ機器の活

用により、学びやすくなった」が

７５%以上 

 

 

 
 

 

２ 

【現状】１年生を中心に、自習

室の利用や補習を希望する

声がある。専門科目において

は、従来の技能習得を超えた

活動に取り組んでいる。 

【課題】発展的な内容の補習や

高度な専門教育を展開し、進

学・就職どちらにも対応でき

る学力を保証する必要があ

る。 

・進学ニーズに応える発展

的学習機会の創出 

 

・自習支援の充実 

・上位層向けの進学補習及び自習支援の充実を

図る。 

・ＩＣＴ機器を活用した家庭学習習慣の定着と

可視化をする。 

①生徒アンケート「進路目標に合わ

せた補習や指導が充実している」

が８０%以上 

②Classiの学習記録機能の活用率が

８０%以上 

 

 

 
 

・理論と実践を融合させた

専門教育の充実 

 

・観点別評価を活用した授

業改善 

・観点別評価に基づいた指導と評価の一体化の

推進をする。 

・ＩＣＴ機器を活用した、理論に基づいたスキ

ルの習得を図る。 

①観点別評価において「Ｂ以上」の

生徒の割合を、前年度比で向上し

たか 

 

 

 

３ 

【現状】段階的な知識・技能の

習得プログラムにより、探究

活動の基礎固めができてい

る。課題研究では、学科の枠

を超えたテーマ設定や改善

活動が見られる。 

【課題】全生徒が「主体的な問

い」を持てるような支援の方

法の確立と、研究内容の発表

方法の充実が必要である。 

・探究プロセス（問い-

仮説-検証）の理解と

実践 

・批判的な見方の獲得 

・プロセス（問いを立てる-仮説を立てる-検証

する）の獲得のステップを構造化し、根拠と

なるデータを意識した指導を行う。 

①生徒アンケート「探究の進め方を

理解し、実行できている」が８０%

以上 

②生徒アンケート「情報の根拠を確

かめるようになった」が７０%以上 

 

 

 
 

・学科横断的な視点での

独創的な課題設定 

・ＩＣＴ機器を用いたプ

レゼンテーション能

力の向上 

・生徒の主体性を踏まえた課題設定と助言を行

う。 

・課題研究発表会において、生徒同士の相互評

価を行う。 

①生徒アンケート「探究や課題研究

を通して、自分なりに課題を解決

する力がついた」が７５%以上 

②外部コンテストや外部発表会に年

間３回以上参加したか 

 

 

 

４ 

【現状】企業、大学等との連携

による「協働教育」が進めら

れており、専門的な知見に触

れる機会が確保されている。 

【課題】外部との連携を単発の

イベントにせず、学びや進路

活動など生徒のキャリア教

育に生かす取り組みが必要

である。 

・外部連携による学習内

容の高度化 

・先端技術への関心と理

解度の向上 

・将来のキャリア意識の

形成 

・外部との特別授業の前に関連情報を配信し

「問い」を持たせ、事後は「学んだ技術をど

うするか」をレポート化する。 

・外部連携で得た知見を、進学や就職の志望理

由書につなげる指導を進路指導部と連携し

強化する。 

①外部との特別授業を年７回以上実

施したか 

②生徒アンケート「先端技術に触れ

る機会が、自分の進路選択の参考

になった」が８０%以上 

 

 

  

  


